
企
部
古
蹟
志
巻
甘
完

然
者
光
学
・
放
生
者
4

門
徒
宿
老
之
休
息
所
也
a
仇
雨
寺
文
容
在
ah

刑
谷

之
寺
郎
↓
悶
法
門
人
相
前
而
納
昌
坊
主
職
↓
依
ν
人
或

mn帯主
↓
或
綿
ι
山

主
二
坑
期
間
一
-一和
尚
↓
己
箆
=一銅
法
傘
宿
↓
一
向
行
s
布
薩
上
堂
↓箆=開問
自
二
種
↓

行
為
ι
戒
入
室
一
不
b

論
n

院
大
小
↓
是
人
天
師
従
=
上
働
組
-
之
訓
訣
也
。

粉
口
和
山
内
-
不
v
可
v
狼
・
代
V

仙川揚
v
化
・
光
一
E
=
住
持
↓
是
働
組
位
也
・

放
生
寺
問
問
者
a

後
醍
醐
院
御
字
一
花
附
郎
元
年
己
未
三
月
也
。
自
E

永
平

開
問
-T
a七
十
六
年
↓

明
峰
和
山
間
嗣
法
人
放
生
二
世
紫
渓
都
寺
」
自
両
日
峰
-
先
図
寂
・

隠
密
山
放
生
苛
文
生
二
通
在
ν
之・

泊

堂
敷
地
寄
進
放

i且

寺
田
一
町
坪
付

右
世
文
等
K
て
、
お
守
の
奇
特
開
山
の
趣
旨
を
知
る
べ
し
。
今
仰
稔

花
、
放
生
寺
は
袋
山
柿
師
母
の
苫
ロ
扱
の
矯
め
に
建
立
あ
り
し
寺
也
と

い
ひ
仰
ふ
と
い
へ
ど
も
、
此
は
過
問
也
。
彼
の
世
文
民
加
州
安
阪
寺

第
=
賀
山
今
生
悲
母
様
叙
大
妨
-
所
a
建
立
-
尼
寺
也
と
あ
り
て
、
母
の
菩

提
の
神
崎
め
に
建
て
ら
れ
し
は
.
向H
附
山
寺
と
い
ふ
尼
寺
な
る
都
知
ら
れ

け
h
y
。
さ
て
放
生
寺
モ
の
か
み
創
立
せ
し
寺
地
は
.
今
鮮
か
な
ら
十
。

飢
世
の
比
久

L
〈
絶
え
た
る
を
ば
、
今
の
地

K
再
興
せ
し
も
の
也
。

て
中
納
言
採
御
代
寛
永
三
年
松
原
内
匠
殿
奉
。

一
、
中
納
官
級
御
代
究
永
十
武
年
に
江
湖
執
行
仕
候
時
分
、
酋
厄
年

人
殿
都
民
而
御
臨
候
。
住
所
庇
岡
村
近
所
に
侍
衆
一
人
淡
無
鴎御
座
a

候。

以
上
。王

四
月
卜
六
日

放

生

寺

宗

畿

震

国

寺

御
衆
巾
対

【占
与

右
は
明
脳
二
年
間
四
月
也
。
{一部
隊
は
四
世
、
点
隠
は
六
世
也
。
絞
漸

得
雑
犯
に
云
ふ
。
加
州
江
沼
郡
大
型
寺
披
下
耳
関
山
金
昌
寺
は
.
山

口
玄
審
の
菩
提
所
也
。
出
品長
五
年
山
口
氏
滅
亡
の
後
股
寺
と
な
り
し

を
、
津
田
総
江
大
草
寺
械
の
妓
代
役
と
成
り
、
出
品
長
八
・
丸
年
同
刷
、
金

昌
寺
腹
跡
を
ば
符
興
す
。
元
和
元
年
肢
披
の
命
あ
り
。
依
り

τ金
部

へ
師
担
、
開
山
附
村
陀
於
て
寺
地
主
乞
請
け
、
更
に
一
寺
を
此
の
地
に

建
立
し
、
全
国
寺
の
除
盛
長
老
を
招
待
し
て
.
位
叫
酬
と
な
し
、
立
永

中
寺
蹴
を
放
生
寺
と
改
む
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
.
三
笠
紀
陀
、
油

田
勘
兵
術
父
泌
江
守
道
室
の
年
忌
に
付
き
・
宮
腰
口
の

腕
能
寺
に

て
‘
百
四
の
江
湖
合
を
執
行
す
と
あ
る
純
龍
寺
は
、
放
生
寺
の
事
也
。

さ
れ
ば
律
問
巡
江
霊
久
創
立
の
頃
、
奇
跡
院
を
腕
龍
寺
と
枕
し
、
究
永

十
一
年
十
一
月
廿
六
日

K
E久
波
せ
ら
れ
、

翌
十
二
年
一
周
忌
花
付

金
部
官
邸
志
傘
廿
占
ハ

五
O 

貞
享
二
年
の
由
来
h
E
K
、

由
来
就
昌御
時的
-
中
上
候
。

て
首
寺
問
問
者
、
元
際
武
庚
申
年
御
常
地
大
乗
苛
二
代
釜
山
和
品
川

建
立
に
而
御
座
候
。
然
陀
武
百
六
拾
年
飴
及
一
日
退
陣
一
申
候
庭
、
元
和
元

年
除
盛
長
老
代
、
持
岡
途
江
開
法
k
m同
成
、
再
興
仕
候
。
一
万
徳
一
光
年

よ
り
至
s
拡
競
-
四
百
十
八
年
陀
協
成
候
。

一
、
寺
屋
敷
者
、
津
悶
浴
江
方
よ
り
、
松
原
内
匠
を
以
、
微
妙
院
総

b
言
上
中
上
侠
慮
、
元
利
元
年
に
宮
腹
口
腕
岡
村
民
而
七
百
歩
奔
領

仕
候
。
共
後
除
盛
和
品
川
究
永
十
二
年
に
江
湖
執
行
之
節
‘
津
田
勘
兵

衛
方
よ
り
‘
西
尾
隼
人
を
以
、
江
湖
茶
屋
敷
之
俄
申
上
、
従
a
微
妙
院

桜

-E而
六
百
八
拾
歩
拝
領
仕
候
。
都
合
寺
内
門
前
共
に
千
三
百
八

拾
歩
、
今
以
奔
伺
仕
候
。

右
之
外
、
縁
起
寄
進
欣
等
無
n
御
座
-
候
。
以
上
。

放

苛2

卓
路

貞
享
二
年
七
月
廿
二
日

生

政

彦

殿

不官
同
治
部
宏
術
門
殿

屋
敷
歩
数
御
改
に
付
而
申
上
候
。

歩
数
千
三
百
八
拾
歩

拝

領

屋

敷

き
、
百
日
の
江
湖
合
を
執
行
し
、
此
の
頃
古
践
の
廃
寺
を
再
興
せ
ん

が
箆
に
、
抑制
叫
寺

E
改
稿
し
て
放
生
寺
と
枕
し
た
る
怠
る
べ
し
。
船

尾
紀
氏
、
放
生
寺
は
も
と
は
全
日
寺
と
て
.
大
型
寺
町
に
あ
り
。
持
仲

間
道
室
大
型
寺
城
代
よ
り
金
津
へ
搬
宅
の
頃
、
寺
も
蛍
地
へ
引
移

す
O

初
は
堀
川
陀
趨
立
し
、
後
腕
伺
へ
移
す
。
此
の
寺
地
は
も
と
著

し
う
院
と
い
ム
良
吉
宗
の
退
穂
せ
し
寺
跡
な
る
を
.
覚
、
班
十
六
年
此

の
地
主
諮
問
氏
よ
り
乞
賄
け
て
建
立
あ
り
。
北
ハ
の
頃
の
酬
削
取
渡
し
の

否
紀
、
邑
長
淵
上
村
源
五
郎
家
に
磁
す
る
を
禅
問
克
之
助

へ
照
る
。

共
の
文
民
道
答
下
代
寺
尾
菩
内
何
L
K

。
先
永
十
六
年
何
月
著
し
う
ゐ

ん
や
し
き
と
見
b
た
り
。
と
あ
り
。
按
十
る
に
、
総
尾
記
の
捻
.
強
記

と
削
節
す
る
の
み
な
ら
・
千
。
全
昌
寺
を
移
し
て
.
放
生
寺
と
な
し
た

り
と
の
体
稔
は
、
大
な
る
誤
也
。
会
昌
寺
は
今
も
大
聖
寺
町
民
あ
り
。

三
州
省
談
陀
も
、
大
型
一寺
町
の
全
日
寺
は
、
元
松
の
明
芭
結
翁
の
行

仰
の
杖
を
留
め
ら
れ
し
党
院
な
り
と
紀
放
し
、
芭
加
加
の
央
の
細
道
に

止
宿
の
事
を
載
せ
た
り
。

O
祖
渓
緯
師
博

日
本
洞
上
聯
股
訓
叫
に
一
耳
ム
。
加
州
放
生
寺
龍
松
組
渓
蹄
師
。
初
会
=
澗

谷
益
山
締
師
吋
執
v
役
多
年
.
詑相押
a
大
都
d

了
m
郡.
山

一
自
殺
v
戒
d

師
侍

五




